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本研究は，交通施策の早急な展開が課題である大規模災害発生時において，SNS から抽出し

た「交通サービス」に対する住民感情を交通施策の進展に応じて分析したものである． 

Twitterを対象に，平成30年7月豪雨災害により広域的に道路交通インフラが被災した広島県内

の公共交通確保策に関するキーワードで抽出したツイートを，自然言語処理により定量的に分

析し，感情を抽出することで災害時の交通施策に対するフィードバックを得ることを目的に分

析を行った．具体的には，ツイートを形態素解析し，Plutchik(1980)が提唱した感情理論モデル

に基づき，動詞・形容詞に限定し，感情極性値を付与した上で，文章毎の感情極性値を算出し

た後，フェーズ毎の感情極性値を算出し，評価した．結果として，投稿者の感情は交通網の変

遷に応じて変化していることが検出された．これにより，SNSで発信された情報が災害による

大規模交通障害に対する交通施策を講じる際の施策決定等のマネジメントにおいて，有益な参

照情報であることが示された． 
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1. はじめに 

 

住民にとって確実に利用できる交通手段の確保は重要

である．交通の機能を確保するためには，常時より高速

道路や一般道，鉄道等の交通インフラをソフト・ハード

の面から対策を講じていくことは勿論のこと，災害時等

の緊急時にも交通手段が通常時と同等のサービスで機能

することが望ましい．しかしながら，災害により予期せ

ぬタイミングや想定以上の規模で交通手段は遮断されて

しまうことが，近年頻発している．災害時の交通の突然

の断絶は，平常時の交通状況とは大きく異なり，被害の

現状と課題を把握し，対応策を迅速に検討・展開するこ

とが求められる． 

このような緊急時の交通において考慮すべき課題は少

なくとも 2 つある．1 点目は，住民，関係者の移動ニー

ズに対応した交通施策を速やかに講じることである．災

害時の交通に対するニーズを住民，関係者から得た上で

施策を展開するとともに，特に「(広義の)被害者の感情」

にも配慮することが求められる．通常時であれば住民等

のニーズを把握する方法として，一般的にはアンケート

調査が用いられるが，災害が発生した直後では，災害時

の非常に現場が混乱している中で，実施体制面，迅速性，

また特に被害者感情の面でも適切な方法であるとは必ず

しも言い難い． 

2 点目は効率的かつ確実な交通情報の拡散である．災

害時等の緊急時には交通状況は度々変動する．その情報

を一刻も早く知りたい利用者のニーズに対応し，情報を

早急かつ幅広く拡散し周知しなければならない．そのよ

うな面では，TwitterやFacebook等のSNSサービスが有効

な手段と認識され，災害情報の発信にも実装されつつあ

る．例えば，中国地方で約 7割（H29時点）の自治体が

SNSを活用した災害情報の発信を行っている1)． 

筆者らは，平成30年7月豪雨において，JR在来線（呉

線），都市間自動車専用道路が長期通行止めとなり，公

共交通での往来が困難となった広島市〜呉市間において，

応急的な公共交通サービス確保のための検討および展開

などの一連の災害時交通マネジメントに携わった2)．そ

の際，施策に対する市民の反応について，実際にSNSで
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の投稿も参考にしつつ展開した．本研究では，平成 30

年 7月豪雨での災害時交通マネジメントおよび，その反

応をSNSで把握した実践により得た知見を基に，災害発

生後の施策展開による反応を迅速に把握できる手法の開

発を目的に，SNSテキストデータを自然言語処理を用い

て分析し，今後同様の災害への活用可能性を考察する． 

 

 

2. 既往研究・事例のレビュー 

 

大規模災害時に於いて，発生から復旧・復興まで，情

報収集や発信は一貫して重要性が高い．中でも，SNSに

関する研究は，災害時の動向に即して展開されてきた．

本節では，災害時SNSの活用方法を検討した研究，災害

時に限らずSNSや新聞等のテキスト情報から投稿者や筆

者の感情の抽出を試みた研究，この 2つに関して取り纏

める． 

 

(1) 災害時のSNS活用方法を検討した研究 

災害時のSNSに関して注目を集めるようになったのは，

2011年 3月に発生した東日本大震災以降のことであり，

その後の 2016年の熊本地震や 2018年の北海道胆振東部

地震等においても様々な分析が成されており，関連研究

は数多く報告されている． 

災害時にSNSの活用方法を検討する上で，その基本特

性を整理した研究では，加納(2011)3)は，Twitter 上での発

話を対象に，「地震」「震災」「津波」を含むツイート

をTweet Sentimentsを用いて，発話（ツイート）の量，傾

向を分析し，甚大な被害を受けた地域のツイートが多い

ことを明らかにしている．また，三浦(2012)4)は，人間の

情報行動の特徴を分析している．ユーザーは自らの抱く

強い不安感情を多く開示し，自らの得た情報を他者と共

有しようとしていたことを明らかにしている．同様に，

三浦ら(2016)5)は，緊急事態における人間行動を捉えるこ

とを目的として，ネガティブ感情，あるいは活性感情語

を含むツイートが多かったことを明らかにしている． 

こうした特性を踏まえ，SNS活用方法を検討した研究

としては，勝田ら(2013)6)は，Twitter から救助要請の内容

を収集・分析することで，救助資源配分に必要な被災地

の状況を迅速に把握する方法を検討している．結果とし

て，救助要請情報を抽出し，内容を地図上にマッピング

することで，救助資源配分に必要な情報を迅速且つ分か

り易く取得出来る事を確認した．また，高木ら(2014)7)は，

TwitterのGPS機能を用いる事で避難状況を容易に把握出

来ると考えた背景から，位置情報を用いたハザードマッ

プを開発することを試みている．結果として，周辺の被

害状況を容易に把握出来ることが，より安全に避難出来

ることに繋がるとしている． 

他方，河邉ら(2014)8)は，災害時の鉄道運行情報提供の

即時性向上を図る為，通常時の全国の鉄道路線運行情報

を対象に，SNSに投稿された情報からリアルタイムの運

行情報をユーザーに提供するシステムの構築を試みてい

る．これらは，災害を題材にSNSとの関係性から論じた

ものである．これらの研究は，東日本大震災を喫機とし

て得られた知見をより有効活用しようと試みるものが多

かった． 

 

(2) テキスト情報から感情の抽出を試みた研究 

新聞やニュース，WEB サイト，更に SNS 投稿からテ

キスト情報を得て，投稿者や筆者の感情を推定する関連

研究も，数多くなされている． 

SNS 以外を対象に実施した研究に関して，高村ら

(2006) 9)は，文章中の複数語から成る感情極性は，その構

成語の感情極性を単純に合算するだけでは算出が困難で

あることから，毎日新聞の記事を対象に，感情極性を算

出する為の隠れ変数を導入したモデルを提案している．

結果として，隠れ変数を導入したモデルは評価表現分類

において，高い正解率を得ることが出来ることを明らか

にしている．しかしながら，出現頻度が低い単語への対

応が課題として挙げられる．同様に，菅原ら(2009)10)は，

ニュース記事［YOMIURI］を対象に，日本語テキスト

から感情を抽出する手法を提案している．本手法の特徴

として，入力テキストを語・句・文レベルと段階的に抽

出を行っている点である．データベース内の感情関係語

が充分ではない結果，感情を抽出出来ないことの例が目

立っている．課題として，複数の語句で感情的意味を成

すケースを分析することを挙げている． 

上谷ら(2016) 11)は，価格.com，トリップアドバイザー，

食べログの口コミを対象に，印象量を算出し，各サイト

に適した印象量の表現方法の考察を行っている．結果と

して，既存の感情語辞書よりも口コミ分析に適した辞書

の構築に成功している．更に，印象量を取り扱うことに

よって，対象物の特徴や印象をより明確にすることも可

能にしている． 

一方，SNSを対象に分析した研究に関しては，内藤ら

(2012) 12)は，Twitterにおいて，社会的事象に対するコメン

トに共感させ，自発的な発言を促進させることを目的と

した分析を行っている．ニュースや事件等の社会的重要

性が高いコンテンツに関連する Tweet（感情語を含む

1,500 件）を対象に，感情語を含むツイートと感情語を

含まないツイートは，どちらが共感出来るか（共感コメ

ントを得られるか）を調査した．結果として，コメント

中に感情語を含む方が共感が促進される事を明らかにし

た．同様に，山内ら(2012) 13)は，Twitterで流行している，

TV を見ながらツイートをして他視聴者と感情を共有す

る現象に着目して分析を行い，番組関連の Tweetを解析
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することで，録画された番組に対する視聴者の感情を推

定することを試みている．結果として，提案したモデル

の感情推定精度は一定程度得られたと結論づけている．

一方，課題として，感情語だけではなく，「すごく」

「少し」等の程度を表現する副詞による重み付けを行い，

精度を向上させていくことことが挙げられる． 

三和ら(2014) 14)は，2714件の tweetを対象に，「感情語

辞書」と副詞表現に着目した「影響値辞書」を作成する

ことで，tweet 毎の感情を判定することを試みている．

結果として，文章中の感情語の位置と副詞表現の重み付

けを考慮することで，感情推定精度を向上させている．  

その他，日英対訳辞書を用いた分析（佐伯ら(2003) 

15)），マイクロブログコンテンツに関する分析（桑原ら

(2009) 16)）も行われている． 

以上のように，テキスト情報から投稿者や筆者の感情

を抽出しようとした研究は数多く報告されている． 

こうした中で，一般的な感情抽出手法としてよく用い

られているのが，1980年にRobert Plutchikが提唱した「感

情理論モデル」17)を適用した手法である．このモデルに

基づき人間の感情の推定を試みた研究も多い．例えば，

田口ら(2014)18)は，Twitterの「通常投稿（ツイート），非

公式リツイート，メンション，リプライ」を対象に， 

Plutchik感情理論モデルの8つの基本感情を用い，大衆が

抱く感情の時系列変化を「感情天気図」と称し，視覚的

に表現することを行っている．結果として，実データの

適用により，有用性を確認している．杉本ら(2015)19)は，

価格.com，coneco.net，トリップアドバイザーの 3 つの

Webサイトに投稿された口コミを対象に，Plutchik感情理

論モデルを用いて感情語の分類を行っている．結果とし

て，提案した感情分類では，個々の対象物の感情傾向に

ついて，各カテゴリのばらつきが大きくなっていること

から，感情傾向がより特徴を持った状態で得られること

を明らかにしている．加えて，魚住ら(2018)20)は，ネガ

ティブな感情を生起する要因を収集し，言語表現上では

表現し切れない「皮肉表現」を検出している． 

桂ら(2018)21)は，ニュース記事を対象に，記事に内在

する感情を抽出するシステムの構築を試みている．結果

として，感情分類に既存の言語資源を用いるだけでなく，

単語をカテゴリ別にアノテートする事で解析精度を向上

させていることに成功している．また，武内ら(2019)22)

は，自動的に多数の感情を推定する手法の提案を行い，

単語と感情の情報を結び付けた辞書の構築を行っている．

結果として，特定の感情が強すぎる場合や，感情語の使

い方が難しい場合には，感情推定精度が充分に発現しな

いとしている．課題として，辞書規模の拡大，学習頻度

の低い単語の学習の底上げを行い，解析精度の向上を挙

げている． 

 

(3) 既往研究を踏まえた本研究の位置付け 

以上，関連研究を整理した．SNSは，災害発生後に被

災地の状況をリアルタイムに発信する上で重要な役割を

果たしており，現在では大規模災害時の情報発信ツール

として定着してきている．一方で，住民の感情や反応を

リアルタイムに捉えること事も可能であり，緊急を要す

るものの慎重な対応が求められる災害発生後の交通施策

の検討と実行に役立てる為， SNS投稿から災害時の交通

に関する住民感情の分析をすることにより，災害時の交

通施策の中でニーズにフィットした策，改善の余地があ

る施策等を割り出せると考えられ，今後の災害復旧に活

用できると思われる．しかしながら，このような目的で

分析を試みた研究は筆者の知る限り無い． 

このような背景から，本研究では，平成 30 年 7 月豪

雨災害により大規模な交通障害が生じた広島〜呉間の公

共交通輸送について，7 月初頭から翌月 8 月末までの

Twitter の投稿テキスト情報（ツイート）ビッグデータを

活用し，災害発生当時のSNS投稿者の感情を推定する事

とする．また本研究は，SNS投稿を対象に災害時の「交

通サービス」にフォーカスし，災害時交通施策のフィー

ドバックを得る目的で，投稿者の感情推定を行っている

点で意義があると言える． 

 

 

3. 分析手法 

 

(1) 分析の考え方 

ツイートテキストデータを用いて投稿者の感情を抽出

し，分析することにより，当時の交通施策，交通サービ

スに対する満足感や，不満等の住民感情を検出可能であ

るという仮説のもと，その投稿を詳細に考察していくと，

豪雨災害当時にとられた施策の良い点，改良点を見出せ，

将来同様の災害時に活用できる可能性が高い．加えて，

その分析手法が確立され，迅速に分析ができる様になれ

ば，災害対応の現場において施策の評価とさらなる対策

の検討・実施をより的確にすることが期待でき，被災地

の住民の行動制約の迅速な緩和に繋がり得るであろう．  

このような観点から，災害時のSNS投稿を自然言語処

理アプローチにより解析することで，定量的に住民感情

を分析し，そして，その投稿内容の詳細を質的に分析し

ていくことで，投稿者の詳細なニーズ，意識を抽出する．

総じて，住民ニーズを把握する上で，合理的且つ的確な

分析を可能とした． 

 

(2) Pultchik感情理論モデル 

 人間の感情・情動に関しては，心理学に資する領域で

既に数多くの研究が成されている．中でも，本研究で用 
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図-1 感情の環（R.Pultchik）23) 

 

いるPultchik感情理論モデルに関する詳細を記述する．

Pultchikによれば，人間の感情は8つの一次感情（喜び，

信頼，驚き，期待，恐れ，悲しみ，嫌悪，怒り）で構成

されていると考えた．そして，これら一次（基本）感情

の強度と組み合わせで，多岐に渡る混合（派生）感情が

生成されるとしている．人は立体的な感情構造を持って

いると想定している．以上より，人間を含む動物の感情

に関して，構造的に且つ視覚的に言及していることから，

本研究では本理論を用いて，感情分析を実施することと

した． 

 

(3) 分析の枠組み 

本研究では，三和ら(2014)14)や上谷ら(2016) 11)の手法を

参考に，SNSでの投稿を定量化する．具体的には，感情

を表現している単語で構成される「感情語辞書」と文章

の強弱表現である副詞のみで構成される「影響値辞書」

を作成することにより，ツイートの感情極性値を算出す

る．三和らは文章中の感情語の単語位置を考慮しない手

法，単語位置を考慮した手法，単語位置・強弱表現を考

慮した手法，の3つの手法を提案している．また，上谷

らは，選定した語彙を「喜び」「楽しさ」「安心」「好

き」「驚き」の5つの感情カテゴリに振り分け，印象量

（=単語数）を算出している．そして，印象量が最大と

なったカテゴリの感情値で，各感情の印象量を除するこ

とによって，文章の特徴量を，最大を1とする比率で算

出している． 

 

表-1 感情点数決定詳細 

パターン 2人選択時(点) 3人選択時(点) 

1 0.5 1.0 

2 1.0 1.0 

本研究では，三和らの手法における「感情語辞書」を

作成し，文章毎の感情極性値を算出する点と，上谷らの

手法における各感情カテゴリの特徴量を比率で評価する

点を取り入れて，感情抽出・定量化を行う．分析手順の

概略は，まず，ツイートを単語に分解し，形態素解析し

た後，感情語辞書を作成し，その後，文章毎に感情極性

値を算出する．その後，本研究で設定したフェーズ毎に

感情極性値を評価する．そして，災害時の交通政策に対

する住民感情を抽出する目的で確立を図った手法の活用

可能性に関して考察する． 

 

(4) 分析の具体的手順 

a) 収集したツイートを形態素解析 

第 1段階として，形態素解析プログラム「Web茶まめ
24)」を用いて，ツイート本文に対し，形態素解析を実施

する．その後，品詞を「動詞」「形容詞」に限定して抽

出する．  

 

b) 感情語辞書作成 

・感情極性の決定 

 (1)で抽出した「動詞」「形容詞」について，感情

極性を決定する．客観性を持たせる為に 3 人（20 代

男性，20 代女性，40 代女性）に協力を依頼し，単語

1つ1つについて，Pultchik感情理論モデルの8つの基

本感情に基づき，感情極性（8 つの基本感情のうち

から 1つの感情種類）を決定した． 

 

・感情点数の決定 

点数の決定は，2 パターン実施した．具体的な方

法として，形態素解析した単語を見て，その感情カ

テゴリを選択した人数の相違により点数を決定して

いった．詳細を表-1に示す．パターン1は，2人が同

じ感情を選択した際にはその単語の持つ感情の強さ

は 3 人の時と比較して弱まるものと考え，点数に強

弱を付けた．他方，パターン 2は，3人中 2人以上選

択した際には，過半数選択したということから単語

は全て同等の感情の強さを持つものとしてカウント

した． 

 

c) 再度形態素解析し，ツイートを分かち書き 

1，2段階で，感情語辞書（総単語数 171）を作成した．

そして，本段階で再度ツイート本文に対し，形態素解析

を行う．この際，形態素解析器「Mecab」を用いて解析

した．これは次の段階で，ツイート本文と感情語辞書を

照合する際に，相違なく機械的に照合することを可能と

する為に行う段階である． 
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d) 分かち書きツイートと感情語辞書を照合し，文章毎

の感情極性値を算出 

前段階で分かち書きしたツイートと作成した感情語辞

書を照合する．感情極性と感情点数を付与した形容詞，

動詞を照合することにより，文章中に含まれる感情語を

探索する．次に，文章毎の感情極性値を算出する．本研

究では，感情極性値=各単語極性値/文章の感情極性値合

計，で評価した． 

𝑆𝑖𝑗 = 𝐶𝑖𝑗/∑𝐶𝑖𝑘

8

𝑘=1
 

Sij=文章 i，感情カテゴリ jの感情極性値 

Cij =該当感情カテゴリの感情点数 

 

e) 最終感情極性値算出（フェーズ毎） 

上記で算出した感情極性値を，本研究で設定したフェ

ーズ毎の平均を取ることによって評価した．そして，交

通網の変遷に伴う住民感情の変化の様子を分析した． 

 

 

4. 分析対象 

 

(1) 対象とする大規模災害（概要） 

本研究の対象とする平成30年7月豪雨災害は，西日本

を中心に広い範囲で記録的な大雨となり，1府10県に特

別警報が発表されると共に，各地で河川の氾濫や土砂災

害が相次ぎ，1府13県で200名を超える死者・行方不明者

が発生する等甚大な被害が発生した25)．本災害は，土石

流や洪水氾濫等が複合的に発生し，広域的且つ深刻な被

害をもたらす「相乗型豪雨災害」であることが最大の特

徴である．とりわけ広島県内では，道路・鉄道の交通イ

ンフラが断絶等の被害を被ったことにより，広島〜呉間

の公共交通輸送に大規模な交通障害を生じさせた26)27)．  

 

(2) 対象期間とデータ収集 

分析の対象とするSNS投稿データは，平成30年7月豪

雨が発生した期間で，7月1日から8月31日までの2ヶ月間

のTwitter投稿を対象とし，災害時BRT等の公共交通輸送

確保策に関連する6つのキーワード「31号線(317件)」

「クレアライン(548件)」「呉線(451件)」「代行バス(314

件)」「災害時BRT(157件)」「緊急輸送バス(44件)」を文

章中に含む投稿を抽出した．抽出の結果，合計1,831件

の投稿が得られた． 

そして，大規模な自然災害の発生後は，発生から被災

地の状況は刻々と変化する．災害発生直後には人命救出

や被害状況把握が最優先となり，通勤・通学等の生活交

通行動の殆どは一旦停止する．その後次第に復旧し，

人々の日常生活や経済活動が徐々に再開する．また被災

 

図-2 Twitterによる話題推移検証 

 

表-2 分析対象時期のフェーズ設定 

フェーズ フェーズ名称 期間 

1 発災前 7/1～7/8 

2 交通寸断・主要道路一部復旧 7/9～7/13 

3 交通施策第1段階（災害時BRT輸送） 7/14～7/23 

4 交通施策第2段階 

（坂本線料金所バスレーン） 

7/24～7/29 

5 交通施策第3段階 

（JR呉線：坂～海田市駅運転再開，一般道

バスレーン設置） 

7/30～8/16 

6 交通施策第4段階 

（JR呉線：広～呉駅運転再開） 

8/17～8/31 

 

状況に応じて交通状況が段階的に復旧する． 

以上を踏まえ，平成30年7月豪雨が発生した月である7 

月の初期から，8月最後までの投稿について，災害発生

後の時期や交通体系の変化に応じてフェーズを設定して

以後，分析を実施した28)．日毎のTwitter投稿件数推移を

検証した結果（図-2）と設定した分析対象時期のフェー

ズ詳細（表-2）を示す． 

 

 

5. 分析結果 

 

(1) 基礎集計 

a) 感情語辞書基礎集計 

 全1,831文章中の感情語（形容詞，動詞）の出現回数

を集計した結果を示す（表-3，図-3）．これは，感情の

8分類毎に，2人選択した感情語の出現回数，3人選択し

た感情語の文章中の出現回数の詳細である．結果として，

全カテゴリにおいて，3人選択（全員一致）より2人選択

した感情語の方が多い結果となった． 

感情極性については，「悲しみ」に分類された感情語

が最も多く，次いで「喜び」の感情語が多かった．「悲

しみ」の感情語が多くなった背景として，対象が災害時

SNSであることが挙げられる．また，「悲しみ」「喜び」

は比較的日常生活で意識しやすい感情であるが故に選択

しやすく，出現回数が多くなったことも考えられる． 
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表-3 カテゴリ別感情語出現回数 

  2人選択（回） 3人選択（回） 計 

喜び 248 72 320 

信頼 21 7 28 

驚き 44 17 61 

期待 147 5 152 

恐れ 13 2 15 

悲しみ 588 27 615 

嫌悪 132 2 134 

怒り 1 6 7 

 

図-3 カテゴリ別感情語出現回数 

 

 

図-4 フェーズ毎の感情語出現回数 

 

b) フェーズ毎の感情語出現回数 

 図-4に，フェーズ毎の感情語出現回数を示す．フェー

ズ 3の感情語数が多いことから分かるように，投稿数の

大小に伴い，感情語も多くなっていることが分かる．中

でも，「悲しみ」の感情語はフェーズ 1～6 まで一貫し

て多くなっている．この要因として推察されることとし

て，前述した通り，分析対象が大規模災害発生時のツイ

ートであったことが要因の一つとして挙げられる． 

 

(2) 自然言語処理による住民感情抽出 

自然言語処理により，ツイートから投稿者の感情を

抽出した結果を示す．本研究では，2パターンの点数付

けにて分析を行った為，パターンごとにフェーズ毎に

算出した感情極性値に関して考察する． 

a) パターン 1（2人選択：0.5点，3人選択：1点） 

 1 つ目の点数付けパターンに関する結果を以下（図-5，

図-6）に示し，フェーズ毎の分析結果を示し，考察を後

述する． 

 

図-5 投稿者感情時系列推移（絶対値） 

 

 

図-6 フェーズ2以降の投稿者感情時系列推移 

（フェーズ1を基準とした変化率） 

 

表-4 投稿者感情時系列推移（絶対値） 

フェーズ 喜び 信頼 驚き 期待 恐れ 悲しみ 嫌悪 怒り 

発災前 0.10 0.00 0.01 0.06 0.01 0.22 0.03 0.00 

交通寸断・主要

道路一部復旧 
0.07 0.02 0.03 0.06 0.00 0.14 0.03 0.00 

災害時BRT輸送 0.10 0.01 0.04 0.07 0.00 0.22 0.04 0.00 

坂本線料金所バ

スレーン開始 
0.08 0.01 0.01 0.03 0.01 0.25 0.06 0.01 

JR呉線：坂～海田

市駅運転再開，一

般道バスレーン設置 
0.10 0.00 0.02 0.05 0.00 0.19 0.05 0.00 

JR呉線：広～呉

駅運転再開 
0.09 0.01 0.03 0.04 0.01 0.24 0.05 0.00 
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表-5 フェーズ2以降の投稿者感情時系列推移 

フェーズ 喜び 信頼 驚き 期待 恐れ 悲しみ 嫌悪 怒り 

発災前 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 - 

交通寸断・主要

道路一部復旧 
0.71 4.28 2.40 1.07 0.00 0.65 0.91 - 

災害時BRT輸送 0.93 2.66 3.43 1.16 0.35 1.00 1.33 - 

坂本線料金所バ

スレーン開始 
0.81 1.54 1.23 0.44 0.64 1.13 1.96 - 

JR呉線：坂～海田

市駅運転再開，一

般道バスレーン設置 

0.96 0.26 1.60 0.86 0.09 0.87 1.68 - 

JR呉線：広～呉

駅運転再開 
0.87 1.50 3.05 0.69 0.57 1.11 1.53 - 

※「怒り」はデータが存在しなかった 

 

・フェーズ1 

感情極性値時系列推移（図-5）を追うとフェーズ1で

は，「悲しみ」の感情が大きくなっていることが明らか

となった．「悲しみ」の点数が大きくなったのは，

「痛々しい」「泣く」「辛い」「死ん」「ない」等の

「悲しみ」に分類された感情語が多く文章に含まれてい

るからであると分かった．このようになった背景として

は，本研究で扱ったツイートが平常時のツイートではな

く，緊急時，特に災害時のツイートである為と考えられ

る．また，ツイートの詳細を質的に追っていくと，帰れ

ない自分の状況や，同じような状況にある人が無事でい

ることを願う，というようなツイートが散見された．そ

して，フェーズ2以降にて，「交通施策を講じた際の交

通網の変遷と住民感情の変化の様子」を確認する為に，

フェーズ1の感情極性値を基準とした変化率を追ってい

った．変化率に関して定量的に追った後に，投稿内容の

詳細を追っていく事で質的に細部まで分析していった． 

 

・フェーズ2 

 フェーズ2からは，フェーズ1を基準とした住民感情の

変化率（図-6）を追っていく．抽出した投稿者の感情に

関して考察していくと，本フェーズでは「信頼」と「驚

き」の感情の変化率がそれぞれ急増，増加している． 

「信頼」に関する投稿を詳細に追っていくと，「携わ

る」「教える」「頼む」等の感情語が頻出しており，変

化率に影響している事が明らかとなった．投稿内容の詳

細を質的に追っていくと，国道31号の復旧に関するもの

が多かった．国道31号の復旧に際し，坂にあるベイサイ

ドビーチの駐車場を応急処置的に迂回路としたことにつ

いて言及しているものもあり，分析結果と肌感覚での認

識がほぼ同一の結果となった． 

「驚き」に関する投稿を詳細に追っていくと，「すご

い」「すげー」「凄すぎる」等の感情語が頻出しており，

変化率に影響していることが明らかとなった．投稿内容

は，「信頼」に関する投稿と同じく，国道31号の早期復

旧に関する投稿が多かった． 

 

・フェーズ3 

 フェーズ 3での投稿内容から抽出した投稿者の感情に

関して考察する．本フェーズでは，「驚き」の感情の変

化率が増加しており，「驚き」「やばい」「凄すぎる」

等の感情語が文章中に頻出しており，変化率の増加に繋

がったことが明らかとなった．投稿内容の詳細を質的に

追っていくと，当時交通施策として講じられた「災害時

BRT」に関する投稿が多く，災害時BRTの発案から実施

までの圧倒的な速さ，発想転換の柔軟性に関して言及し

ている投稿が多くみられた．国道 31 号の早急な復旧に

続く，災害時 BRT の運行開始に「驚き」感情を記した

投稿が散見された．中には，一般車の渋滞によって緊急

車両がスムーズに移動できなくて困る，といった心配，

不安を示唆したものもみられた． 

 

・フェーズ4 

フェーズ 4での，投稿内容から抽出した投稿者の感情

に関して考察する．本フェーズでは「嫌悪」感情の変化

率が増加している．これ迄のフェーズは，「信頼」や

「驚き」感情が急増，または増加傾向にあったが，本フ

ェーズでは，「嫌悪」感情の変化率の増加が確認された．

これは，プルチック感情理論モデルの「ポジティブ」に

分類される感情から，「ネガティブ」感情に分類される

感情への変化である．そして投稿内容を詳細に追ってい

くと，「混む」「苦しむ」「ひどい」等の感情語が文章

中に頻出していることが明らかとなった．投稿内容とし

ては，国道 31 号での渋滞に対する嫌悪感を露わにして

いる投稿が多くみられた．加えて，この時期は災害から

日常に戻り始めた時期であり，地域によっては，仕事や

学校も再開し始めた頃であった．そこで，普段利用して

いた鉄道や路線バス等の公共交通が使えない状況に対す

る不満等の感情が抽出された．とりわけ，主要道路が国

道 31 号のみとなり，その道路を住民が一極集中的に利

用した．それ故に，自動車利用者が慢性化した渋滞に対

する文句を書き記した，と推察出来るような投稿が多数

散見された． 

 

・フェーズ5 

 フェーズ5での，投稿内容から抽出した投稿者の感情

に関して考察する．このフェーズでは，「驚き」感情の

変化率が増加していることが明らかとなった．また，

「嫌悪」に関しても引き続き比率が高い結果となった． 

「驚き」に関しては，「すごい」「すげぇ」「やばい」

等の感情語が文章中に頻出していることが分かった．投

稿内容の詳細を質的に追うと，「すごい渋滞」や「土砂

崩れすごい」，といった投稿が散見された．これは，

「驚き」感情よりも，比較的「嫌悪」感情に分類される

べき投稿である．こうなった背景として，文章表現的に，
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嫌悪感を「すごい」等の単語を使って強調する傾向が見

られたからであると推察出来た． 

「嫌悪」に関しては，「混ん」「きつい」「暑い」等

の感情語が文章中に頻出していることが明らかとなった．

投稿内容の詳細を質的に追うと，国道31号等の主要道路

の渋滞に関するものが多かった．住民の自動車利用が増

加しつつあったこの時期は，渋滞が慢性化していた状況

にあった．それに伴って，クレアラインの早期復旧によ

り渋滞が少しでも緩和されるよう願う投稿も見受けられ

た． 

 

・フェーズ6 

フェーズ 6での，投稿内容から抽出した投稿者の感情

に関して考察する．本フェーズでは「驚き」感情の変化

率が再度増加した結果となった．それに関して，「すご

く」「すごい」等の感情語が文章中に頻出していること

が明らかとなった．投稿内容の詳細を質的に追うと，公

共交通インフラの復旧時期が予定よりも早まったことや

それに従事した交通事業者，土木事業者に対する驚きと，

感謝を記す投稿が散見された．中には，全国から集結し

たバスの迫力に驚きを隠せない，というニュアンスの投

稿も見られた．更には，代替輸送に使用していたバスが，

全国バス事業者からの応援の賜物であることを知った投

稿者が書き記した「感謝」の投稿が散見された．総じて，

災害時の一連の取り組みを評価，賞賛するような投稿が

多くみられた．  

 

・全体考察 

まず，フェーズ毎の感情語出現回数（図-4）を見ると，

フェーズ1-6迄一貫して，「悲しみ」の感情語の出現回

数が多かった． 

また，投稿者の感情は，時系列で変化していることが

明らかとなった．詳細に見ると，「驚き」「信頼」の変

化率がフェーズ1-3まで一貫して高かった．これは，災

害時の混乱した状況下で，次々と迅速に講じられていく

交通施策に対する感情の表れであると解釈できる．この

時期に講じられた施策には，「国道31号の早期復旧」や

「災害時BRT」がある．結果からみて，これらの施策は

住民に受容されていると言え，災害時交通マネジメント

として成功であったと言える． 

しかし，フェーズ4・5では，「嫌悪」感情の変化率が

高くなっている．これは，交通渋滞に対する文句，不満

感の表れであることが分かった．平常時では利用出来て

いた道路が利用出来ないことに対するフラストレーショ

ンが溜まったり，呉線等の公共交通インフラの復旧に時

間を要したりしている点が原因であると推察される． 

そして，最後のフェーズ6では，「驚き」「信頼」変

化率が大きくなった．これは丁度，JR呉線の一部復旧，

復旧区間延線の時期と重なる．結果より，呉線等の主要

交通インフラの復旧を住民は待ち望んでおり，復旧時期

を予定より早めたのは良い点であることが証明された． 

 

b) パターン 2（2人選択・3人選択：1点） 

 前述のように，パターン1では，感情語をアノテーシ

ョンする際に，2人選択した際に0.5点，3人選択（全員

一致）した際に1点を付与，という点数分配で感情極性

値を付与した．次に，パターン2では，2人以上選択し

た際に1点を付与する．この方法で分析した結果を以下

に示す．結果は，パターン1とほぼ相違ないものとなっ

た．これについて，2手法間の差を調べる為にt-検定を

行った（表-14）．検定の結果より，2つの手法には有

意差は，フェーズ3の「喜び」と「悲しみ」以外は検出

されず，一致した人数で重みを付けても結果が大幅に

変わるとは言えないことが示された． 

 

図-7 投稿者感情時系列絶対値推移（絶対値） 

 

 

図-8 フェーズ2以降の投稿者感情時系列推移 

（フェーズ1を基準とした変化率） 
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表-6 投稿者感情時系列絶対値推移（絶対値） 

フェーズ 喜び 信頼 驚き 期待 恐れ 悲しみ 嫌悪 怒り 

発災前 0.10 0.00 0.01 0.06 0.01 0.22 0.03 0.00 

交通寸断・主要

道路一部復旧 
0.07 0.02 0.02 0.06 0.00 0.14 0.03 0.00 

災害時BRT輸送 0.10 0.01 0.04 0.07 0.01 0.22 0.04 0.00 

坂本線料金所バ

スレーン開始 
0.08 0.01 0.01 0.03 0.01 0.25 0.06 0.01 

JR呉線：坂～海田市

駅運転再開，一般

道バスレーン設置 
0.10 0.00 0.02 0.05 0.00 0.19 0.05 0.00 

JR 呉線：広～呉

駅運転再開 
0.09 0.01 0.03 0.04 0.01 0.24 0.05 0.00 

 

表-7 フェーズ2以降の投稿者感情時系列推移 
フェーズ 喜び 信頼 驚き 期待 恐れ 悲しみ 嫌悪 怒り 

発災前 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 - 

交通寸断・主要

道路一部復旧 
0.72 5.09 2.15 1.03 0.00 0.65 0.94 - 

災害時BRT輸送 0.91 3.06 3.16 1.14 0.40 1.00 1.38 - 

坂本線料金所バ

スレーン開始 
0.80 1.68 1.13 0.44 0.74 1.14 2.00 - 

JR呉線：坂～海田市

駅運転再開，一般

道バスレーン設置 
0.96 0.31 1.48 0.84 0.10 0.88 1.73 - 

JR呉線：広～呉

駅運転再開 
0.86 1.83 2.71 0.67 0.62 1.10 1.68 - 

※「怒り」はデータが存在しなかった 

 

表-8 フェーズ1の投稿例 

7月6日 

(悲しみ) 

山陽新幹線あぁ…みんな生きて… 呉線絶対死んで

るなあ… 

7月7日 

(悲しみ) 

え！？！？ついに川が氾濫したんかな！？ それに

ダムも危ないって！！ 呉市内は、どーなっとる

ん！？ 大丈夫！？！ もうまだ呉で孤立じゃん 呉線

死亡、クレアラインも通行止め 下道も天応、坂は、浸

水。そして、土砂崩れ、もっとゆうと焼山の人こそ、孤

立しとると思うんじゃけど、大丈夫かな、、、 

7月8日 

(悲しみ) 

クレアラインとJRが長期間復旧しないとなると、通勤

や通学の人達は一体どうなるんだろうと心配になっ

てしまう。長期間ってどれぐらいだろう…。今の自分

はほぼ使うことないけど学生時代は毎日呉線で通学

してたから、あの電車一杯の人達はどうするんだろう

って思う。あと父もこっちが職場だし… 

 

表-9 フェーズ2の投稿例 

7月11日 

(信頼) 

31号線が今日中に通れるようになるんだ こんなに早

く通れるようになるとは思わなかったからビックリ 呉方

面の皆さんいいニュースが入ってきましね 夜通し工

事に携わって下さったみなさんに感謝です 自然に

は叶わないかもしれないけど、人間の力も捨てたも

のじゃない 

7月11日 

(驚き) 

広島と呉をつなぐ31号線、水尻の海水浴場の駐車

場に道路を作ってしまうっていう発想がすごいし、そ

れをこの短期間で施工してしまうのがほんまにすげ

ーよ。 いやーすげーよ。 

7月13日 

(驚き) 

うわ！！本当に凄いよ！ 駐車場が国道になっと

る！！ すぐ作ったにしても凄過ぎる クレアラインの水

尻駅の近くの土砂崩れもこの目で見た。ほんとにガッ

ポリ削れとる ガードレールがぶら下がったまま あんな

の崩れるところを目の前でもし起こったらって考えた

だけでも鳥肌が立つ。 生きとって良かった。 

 

表-10 フェーズ3の投稿例 

7月18日 

(驚き) 

災害時BRTすごいなあ 

7月18日 

(驚き) 

「災害時BRT」の提案と実現 https://www.ykanda-

lab.net/2018-07-15-dis-tempo-brt/ … すごいスピードで実

現させてるのがすごい。 

7月18日 

(驚き) 

事後の話としても、このスピード感と判断力凄い！っ

てなる。ひとつドラマでも書けそう。マッハプロジェクト

Xみある：「災害時BRT」の提案と実現 

https://www.ykandalab.net/2018-07-15-dis-tempo-brt/ … 

 

表-11 フェーズ4の投稿例 

7月25日 

(嫌悪) 

31号線めちゃくちゃ混んでる 最近回復しだしたと思

ったけど、仁保のところから31号線合流したら災害直

後並みに進まない #呉 #渋滞 

7月26日 

(嫌悪) 

31号線混みすぎ_:(́ ཀ̀ 」 ∠):_ 

7月27日 

(嫌悪) 

31号線の渋滞が今日はひどい（いつも渋滞だけど） 

 

表-12 フェーズ5の投稿例 

8月5日 

(驚き) 

規制が無くなったところを渋滞しながら向かってるけ

ど、思った以上にやっぱ土砂崩れすごいね… クレア

ライン復活遅せぇとか思ってたけど道路が抜け落ち

て無いし地面がないんだから無理だわな… JRの線

路土で埋まってるし、山肌見えるのすげぇ…大変や

なこりゃ。 

8月9日 

(驚き) 

呉線、まだ止まってたんですね。 クレアラインの復旧

が早かったから、そのあたりはもう大丈夫なのかと思

ってました。 東広島－呉道路の渋滞もすごいとか？ 

まだまだ大変なようですが、ファイトです！ 

7月30日 

(嫌悪) 

現場終わり。 呉から広島へ。 うん、混んでるね、31号

線。 

 

表-13 フェーズ6の投稿例 

8月19日 

(驚き) 

入船山公園が呉の代行バスの駐車場になってい

て、西日本各地のバスが大集合していてすごい。 

8月19日 

(驚き) 

すごい！事故の影響で渋滞してて31号線の水尻

のとこ(臨時道路のとこ)ゆっくり通ったから気付けた

んだけど、超山積みの土砂があってこれ一生なく

ならんわ！って思ってた土砂が全部なくなってて

道路が見えてた！まだ少し大きな流木みたいなん

あったけど、本当にずーーっと作業してくれてて感

謝しかない 

8月24日 

(驚き) 

呉線、三原ー広 代行バス、路線的に芸南・備後地

区のバス事業者さんだけかと思ってたら、何と、お

ったまげた、JR北海道バスさんも走ってた！ホント、

遠いところからありがとうございます。 
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表-14 2手法間におけるt-検定 結果

  
検出単語数 

パターン1 パターン2 
t値 

平均値 （分散） 平均値 （分散） 

フェーズ1 

(
投稿

数：173) 

喜び 30 0.105 0.074 0.104 0.074 0.556  

信頼 2 0.005 0.002 0.004 0.002 1.000  

驚き 3 0.011 0.008 0.012 0.009 -1.000  

期待 18 0.057 0.035 0.058 0.036 -1.178  

恐れ 4 0.013 0.010 0.013 0.008 1.000  

悲しみ 60 0.218 0.140 0.218 0.140 -1.302  

嫌悪 7 0.031 0.026 0.030 0.025 0.784  

怒り 0 - - - - -  

フェーズ2 

(
投稿

数：131) 

喜び 20 0.074 0.057 0.075 0.058 -1.311  

信頼 4 0.021 0.017 0.021 0.017 0.000  

驚き 5 0.025 0.019 0.025 0.019 1.000  

期待 12 0.061 0.045 0.060 0.044 1.000  

恐れ 0 - - - - -  

悲しみ 39 0.142 0.105 0.143 0.104 -0.525  

嫌悪 8 0.028 0.021 0.028 0.021 -1.000  

怒り 0 - - - - -  

フェーズ3 

(
投稿

数：599) 

喜び 116 0.098 0.071 0.095 0.069 2.611 *** 

信頼 13 0.013 0.010 0.012 0.010 1.248  

驚き 27 0.036 0.032 0.037 0.033 -0.577  

期待 59 0.066 0.051 0.067 0.051 -0.961  

恐れ 5 0.005 0.004 0.005 0.004 -1.415  

悲しみ 201 0.217 0.142 0.218 0.143 -2.013 ** 

嫌悪 45 0.041 0.028 0.042 0.028 -1.246  

怒り 0 - - - - -  

フェーズ4 

(
投稿

数：269) 

喜び 39 0.085 0.062 0.084 0.061 0.811  

信頼 3 0.007 0.006 0.007 0.005 1.000  

驚き 5 0.013 0.010 0.013 0.010 0.000  

期待 12 0.025 0.017 0.025 0.017 -0.556  

恐れ 3 0.009 0.008 0.009 0.008 -1.000  

悲しみ 98 0.247 0.165 0.248 0.165 -1.148  

嫌悪 26 0.060 0.047 0.060 0.047 1.000  

怒り 3 0.007 0.006 0.007 0.005 1.000  

フェーズ5 

(
投稿

数：400) 

喜び 71 0.101 0.073 0.100 0.073 0.710  

信頼 2 0.001 0.001 0.001 0.001 0.000  

驚き 9 0.017 0.015 0.017 0.015 -1.000  

期待 30 0.049 0.039 0.049 0.039 0.447  

恐れ 1 0.001 0.001 0.001 0.001 0.000  

悲しみ 120 0.191 0.134 0.192 0.135 -2.315 ** 

嫌悪 27 0.052 0.044 0.052 0.044 0.000  

怒り 3 0.004 0.002 0.002 0.001 1.729 * 

フェーズ6 

(
投稿

数：259) 

喜び 44 0.091 0.065 0.090 0.063 1.341  

信頼 4 0.007 0.005 0.007 0.005 -1.000  

驚き 12 0.032 0.027 0.031 0.026 0.988  

期待 21 0.040 0.025 0.039 0.025 1.000  

恐れ 2 0.008 0.008 0.008 0.008 0.000  

悲しみ 97 0.242 0.160 0.241 0.159 0.264  

嫌悪 21 0.047 0.034 0.051 0.036 -2.254 ** 

怒り 1 0.004 0.004 0.004 0.004 0.000  

*10%有意，**5%有意，***1%有意  

※「-」は，検出された感情語が無いことを示す． 
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6. 本研究のまとめ 

 

本研究では，自然言語処理を用いて，交通サービスに

対する住民感情や反応を分析する手法を考案し，また，

筆者らが実践的に対応した平成 30 年 7 月豪雨発災後の

広島〜呉間の災害時交通マネジメント施策をケーススタ

ディとして，交通網の変遷に伴う住民感情の変化を追っ

た． 

結果として，投稿者の感情は交通ネットワークの状況

変化と共に時系列で変化していったことを提案した手法

では検出できており，こうした言語処理により感情分析

が適用可能であることを明らかにした．また本研究では，

交通網の変遷に応じてフェーズを設定し，それ毎の投稿

者感情の推移を定量的に分析・評価し，さらに投稿内容

の詳細を質的に追った事で，合理的かつ的確に，SNS投

稿テキストから交通サービスに対する住民感情，ニーズ

を抽出することを確認した． 

平成 30 年 7 月豪雨以降も，地域の交通に長期にわた

り甚大な影響を及ぼす自然災害が頻発しているが，復旧

のフェーズに応じて代行バス等臨時の交通システムが導

入される中，被災地の状況や住民の感情を考慮した交通

対策を講じるにあたり，こうした情報処理分析は極めて

有益である．加えて，被災地にいなくとも，どこにいて

も情報を得て，分析が可能となるため，現地に行かない

災害支援の形で，復旧・復興に貢献することも今後可能

となるであろう． 
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